















































































































































































































































































































































































































?????????????? ?? 」?? ?　　
????????）
＝??
0
1
“　Oonventional　PE　refuse　bag
■PE　re儀」so　bag　w忙h　l　mass瓢goe廿1ito
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　これらの結果から，Fig．12に示すような本複酸化
物による塩素捕捉機構が考えられる。すなわち，本
複酸化物の構造は内部にはCaOがあり，表面近傍に
Ca2Fe205およびα一Fe203が分散していると考えられ
る。この本複酸化物が燃焼ガス中のHCIと接触した
　　　　940　960　980　1000　1020　1040　1060　1080　1100　1120
　　　　　　　　　Combustion　temperature　（K）
Fig．13　Relation　between　combustion　temperature
　　　　and　dioxins　concwntration　at　combustion
　　　①fsolid　wastes　in　PE　re血se　bags．
燃焼温度が高くなるにつれて，そして，鉄酸化物
を配合したPE製ごみ袋を使用することで，排ガス
15　一
中のダイオキシン類濃度は低下した。特に鉄酸化物
を5mass％配合したPE製ごみ袋を使用した際のダ
イオキシン類濃度は3．4ng－TEQINm3まで抑制され
た。また，さらにこのダイオキシン類の同族体分布
の解析から，ダイオキシン類の低減は，α一FeO（0耳）
の燃焼促進と，さらに燃焼室を出たα一FeO（OH）によ
るDe　novo合成の抑制によるものと考えられる。
Table　3　HCI　concentration　in　combustion　gas．
Feed　ratio　（wtO／o）HCI
lron　oxide　Ca（OHbBF　outlet
（mgfNm3）
6．　2　自治体ごみ焼却炉での実証試験
　岡山県A町のごみ焼却炉にて，α一FeO（OH）を気流
搬送で燃焼室に吹込み，ダイオキシン類抑制の実証
試験を7ヶ月に亘って行った［8］。
　本焼却炉は，6　ti日の焼却炉能力で集じん器として
バグフィルター（BF）を有する機械化バッチ炉である。
実証試験直前の排ガス中のダイオキシン類濃度は
19ng－TEQ／Nm3であったことから，平成14年12月1
日以降も継続的稼働のためには，ダイオキシン類規
制値long－TEQINm3をクリアする必要があった。
　Table　2にダイオキシン類濃度の測定結果を示す。
α一FeO（OH）を焼却炉に，ごみに対して0．24　mass％吹
込むことにより排ガス中のダイオキシン濃度が約
85％低減された。これにより，平成14年12，月から
規制されるこの焼却炉の能力に対する排ガス中のダ
イオキシン類濃度規制値10ng－TEQINm3以下を達
成することができた。通常最も多くダイオキシン類
が生成すると言われている炉の立ち上げ時において
も定常時とほぼ同じダイオキシン濃度であった。さ
らに，飛灰中のダイオキシン類も鉄酸化物により約
1／3に低減された。一酸化炭素濃度も鉄酸化物の吹込
みで約1／10に低下したことから，燃焼が促進されて
ダイオイシン類の発生が源から抑制されたものと考
えられる。
0
024
0．24
0．27
1．3
1．3
1．1
0A
260
14
40
170
Table　2　Concentrations　of　dioxins　in　gas　and
　　　　　fiyash．
Measurement　lron　oxide　Dioxins　concentration
tirne　feed　ratio　BF　outlet　gas　Fly　ash
　　　　　　　（wtO／o）　（ng－TEQINm3）　（ng－TEQIg）
7．　まとめ
　本研究の結果から，α一FeO（OH）の有害塩素化合物
の除去プロセスとしての実用化の局面は，次のよう
にまとめられる。
①ごみ焼却炉にor　一FeO（OH）を吹込みダイオキシン
　　類の発生を抑制するプnセス
②可燃ごみとして焼却してもダイオキシン類の発
　　生の抑制作用や塩化水素の捕捉作用がある二二
　境負荷型プラスチック製品
③廃プラスチック熱分解油や各種リサイクル油の
　　高付加価値化，再燃料油化のための高度脱塩素
　触媒プロセス
が考えられる。実際に①と②は一部実用化されてお
り，さらに，③については新たな開発研究への波及
が図られている。
Steady　state　O
Steady　state　O．24
Start　up　O．24
Start　up　O．24
??? ??
　Table　3には，排ガス中のHCI濃度を測定した結果
を示す。α一FeO（0耳）を炉内に吹込むことにより，HCl
濃度が大幅に低下した。これは鉄酸化物による消石
灰（Ca（OH）2）とHC1の反応促進によるものと考えら
れる。また，α一FeO（OH）の吹込みで焼却炉内で塩化
鉄が生成し，その塩化鉄によりダイオキシン類が逆
に多く生成する危険性については，熱力学計算によ
り全く皆無であることを証明した。
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